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〔 題名〕

Deep Ul traviolet L ight-Emitting Diode L ight Therapy for Fusobacter ium nucleatum 

(Fusobacter ium nucleatumに対する深紫外線発光ダイオード光療法)

〔 要旨〕

【 背景】 近年、歯周炎や歯肉炎に関連する嫌気性グラム桿菌である Fusobacter ium 

nucleatum(F.nucleatum)は大腸がんの発生や進行に関与することが報告されている。こ

の菌の制御が大腸がんの予防につながる可能性があると考え、深紫外線発光ダイオ

ード (DUV -L ED)による F.nucleatumの殺菌効果を検討した。 【 方法】 DUV -LED のF. 

nucleatum に対する殺菌効果を定性的、定量的に評価した。ピーク波長が 265 nm と

280 nm の 2 種類の DUV -LED を使用した。 F. nucleatum の DNA に対するダメージ

は、シクロブタンピリミジン二量体（ CPD）とピリミジンピリミドン光生成物（ 6-4PP）

の生成で評価した。【 結果】 DUV -LED での265 nmまたは280 nmの波長を 3分間照

射したところ、コロニーの成長は観察されなかった。 265 nm のDUV -LED 光照射下

における F. nucleatumの生存率は10秒照射で 0.0014％、20秒照射で 0％に低下した。

同様に、 280 nmのDUV -LED光照射では， 10秒照射で 0.00044%， 20秒照射で 0%に

低下した。 DUV -L ED から 35 mm の距離での放射照度は、 265nm の L ED で 0.265 

mW/cm² 、280 nmのL ED では0.415 mW/cm² であった。従って、致死量を示す放射エ

ネルギーは265 nm L ED は5.3 mJ/cm² 、 280 nm LED は8.3 mJ/cm² であった。 265 nm

と 280 nmのDUV -L ED光を F. nucleatumに照射した際のCPD と 6-4PPの量はそれぞ

れ6.548 ng/μg、 1.333 ng/μgであった。 【 結論】 DUV -LED 光は、 F. nucleatumに対

して、ピリミジン二量体を形成することにより殺菌効果を発揮した。
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